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(57)【要約】
　【課題】好適に製造し得るとともに、ディスプレイの
耐久性を有効に向上させるディスプレイ用フィルタ１を
提供する。
　【解決手段】
発光源から視認部最表面に至る光の経路中に備え付けら
れることを特徴とする特定波長の光を選択的に吸収する
機能を持つ、プラズマディスプレイＰＤや液晶ディスプ
レイＬＤ等に適用し得るディスプレイ用フィルタ１であ
って、選択的光吸収波長が、５７０～６０５ｎｍの間に
存在するテトラアザポルフィリン化合物を色素Ｐ、Ｑと
して含んでいる。
　【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
発光源から視認部最表面に至る光の経路中に備え付けられることを特徴とする特定波長の
光を選択的に吸収する機能を持つディスプレイ用フィルタであって、
選択的光吸収波長が、５７０～６０５ｎｍの間に存在する色素を少なくとも有し、当該色
素が、式（１）〔化１〕で表わされるテトラアザポルフィリン化合物であることを特徴と
するディスプレイ用フィルタ。
【化１】

［式（１）中、Ａ1～Ａ8のうち少なくとも何れかは炭素数１～２０のハロゲノアルコキシ
基を少なくとも表わし、当該Ａ1～Ａ8における前記ハロゲノアルコキシ基以外は各々独立
に、水素原子、ハロゲン原子、ニトロ基、シアノ基、ヒドロキシ基、アミノ基、カルボキ
シル基、スルホン酸基、炭素数１～２０の直鎖、分岐又は環状のアルキル基、炭素数１～
２０のアルコキシ基、炭素数１～２０のハロゲノアルコキシ基、炭素数６～２０のアリー
ルオキシ基、炭素数１～２０のモノアルキルアミノ基、炭素数２～２０のジアルキルアミ
ノ基、炭素数７～２０のジアルキルアミノ基、炭素数７～２０のアラルキル基、炭素数６
～２０のアリール基、ヘテロアリール基、炭素数６～２０のアルキルチオ基、炭素数６～
２０のアリールチオ基を表し、連結基を介して芳香族環を除く環を形成しても良く、Ｍは
２個の水素原子、２価の金属原子、２価の１置換金属原子、４価の２置換金属原子、又は
オキシ金属原子を表す。］
【請求項２】
前記ハロゲノアルコキシ基のうち少なくとも何れかが、式（２）〔化２〕で示すものであ
ることを特徴とする請求項１記載のディスプレイ用フィルタ。

【化２】
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〔式（２）中、Ｚ1、Ｚ2、Ｚ3はハロゲン原子又は水素原子を表わすとともに当該Ｚ1、Ｚ

2、Ｚ3のうち少なくとも何れか一つはハロゲン原子を表わすものとし、Ｘは炭素数１～２
０のアルキル基又はハロゲノアルキル基を表わす。〕
【請求項３】
前記Ｚ1、Ｚ2、Ｚ3のうちの少なくとも何れか一つを、フッ素原子としている請求項１又
は２記載のディスプレイ用フィルタ。
【請求項４】
前記Ｚ1、Ｚ2及びＺ3を、フッ素原子としている請求項３記載のディスプレイ用フィルタ
。
【請求項５】
前記Ａ1、Ａ3、Ａ5及びＡ7を、前記式（２）〔化２〕で示すハロゲノアルコキシ基として
いる請求項２、３又は４記載のディスプレイ用フィルタ。
【請求項６】
前記Ａ2、Ａ4、Ａ6及びＡ8を、炭素数１～２０のアルキル基としている請求項５記載のデ
ィスプレイ用フィルタ。
【請求項７】
Ｍを、銅原子又はオキシバナジウムとしている請求項１、２、３、４、５又は６記載のデ
ィスプレイ用フィルタ。
【請求項８】
Ｍを、銅原子としている請求項１、２、３、４、５、６又は７記載のディスプレイ用フィ
ルタ。
【請求項９】
請求項１乃至８の何れかに記載のディスプレイ用フィルタの製造方法であって、
前記色素をメチルエチルケトンに溶解させて用いることを特徴とするディスプレイ用フィ
ルタの製造方法。
【請求項１０】
請求項１乃至８の何れかに記載のディスプレイ用フィルタの製造方法であって、
前記色素をトルエンに溶解させて用いることを特徴とするディスプレイ用フィルタの製造
方法。
【請求項１１】
請求項１乃至７の何れかに記載のディスプレイ用フィルタを、プラズマディスプレイに用
いたことを特徴とするプラズマディスプレイ用フィルタ。
【請求項１２】
請求項１乃至７の何れかに記載のディスプレイ用フィルタを、画像を表示し得るプラズマ
ディスプレイ本体に用いたものであって、
外気側に設けられ、反射防止性及び／又は防眩性を有する機能性透明層と、
プラズマディスプレイ側に設けられ、画面に接着するための透明粘着層と、
機能性透明層と透明粘着層との間に基体として設けられた高分子フィルムとを備え、
機能性透明層、高分子フィルムおよび透明粘着層のうち少なくとも１つの層に、前記色素
が含まれることを特徴とするプラズマディスプレイ用フィルタ。
【請求項１３】
機能性透明層の表面において、可視光線反射率が２％以下であることを特徴とする請求項
１１記載のプラズマディスプレイ用フィルタ。
【請求項１４】
波長５８０～６０５ｎｍにおける最小透過率が波長６１５ｎｍ～６４０ｎｍにおける最大
透過率の１０～８５％である請求項１１、１２又は１３記載のプラズマディスプレイ用フ
ィルタ。
【請求項１５】
波長４５０～４８０ｎｍにおける最大透過率、波長５１０～５３５ｎｍにおける最大透過
率、波長６１５～６４０ｎｍにおける最大透過率が、それぞれ４５％～８５％であること
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を特徴とする請求項１１、１２、１３又は１４記載のプラズマディスプレイ用フィルタ。
【請求項１６】
波長５４０～５８０ｎｍにおける最小透過率が波長５１０～５３５ｎｍにおける最大透過
率の１０～９０％であることを特徴とする請求項１１、１２、１３、１４又は１５記載の
プラズマディスプレイ用フィルタ。
【請求項１７】
波長５２０～５４０ｎｍにおいて、波長が長くなると透過率が単調減少することを特徴と
する請求項１１、１２、１３、１４、１５又は１６記載のプラズマディスプレイ用フィル
タ。
【請求項１８】
波長４８０～５１０ｎｍにおける最小透過率が、波長４５０～４８０ｎｍにおける最大透
過率及び／又は波長５１０～５３５ｎｍにおける最大透過率の５０～９０％であることを
特徴とする請求項１１、１２、１３、１４、１５、１６又は１７記載のプラズマディスプ
レイ用フィルタ。
【請求項１９】
波長８００～１１００ｎｍの範囲に吸収極大を有する近赤外線吸収色素が、さらに含有さ
れることを特徴とする請求項１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７又は１８記載の
プラズマディスプレイ用フィルタ。
【請求項２０】
波長８００～１１００ｎｍにおける透過率極小が２０％以下であることを特徴とする請求
項１９記載のプラズマディスプレイ用フィルタ。
【請求項２１】
３０～８５％の可視光線透過率を有することを特徴とする請求項１１、１２、１３、１４
、１５、１６、１７、１８、１９又は２０記載のプラズマディスプレイ用フィルタ。
【請求項２２】
色素が含有可能な厚さ嵩上げ用の高分子フィルムを備えることを特徴とする請求項１１、
１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０又は２１記載のプラズマディス
プレイ用フィルタ。
【請求項２３】
画像を表示するためのプラズマディスプレイ本体と、
プラズマディスプレイ画面に設けられ、請求項１１乃至２２の何れかに記載のプラズマデ
ィスプレイ用フィルタとを少なくとも具備することを特徴するプラズマディスプレイ。
【請求項２４】
請求項１乃至８の何れかに記載のディスプレイ用フィルタを液晶ディスプレイに用いたこ
とを特徴とする液晶ディスプレイ用フィルタ。
【請求項２５】
選択的光吸収波長における透過率が、１～５０％であることを特徴とする請求項２４記載
の液晶ディスプレイ用フィルタ。
【請求項２６】
高分子成形体又はガラス板と、当該高分子成形体又はガラス板に積層した透明粘着層とを
少なくとも有し、
前記色素が、透明粘着層に含有されていることを特徴とする請求項２４又は２５に記載の
液晶ディスプレイ用フィルタ。
【請求項２７】
透明粘着層が、アクリル系樹脂又はシリコン系樹脂を主成分とすることを特徴とする請求
項２６記載の液晶ディスプレイ用フィルタ。
【請求項２８】
高分子成形体を少なくとも有するものであって、
前記色素が、前記高分子成形体内に含有されていることを特徴とする請求項２３、２４、
２６又は２７記載の液晶ディスプレイ用フィルタ。
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【請求項２９】
高分子成形体が、ポリエチレンテレフタレート又はトリアセチルセルロース又はポリカー
ボネートであることを特徴とする請求項２８記載の液晶ディスプレイ用フィルタ。
【請求項３０】
高分子成形体又はガラス表面に形成されているコート層に前記色素が含有されていること
を特徴とする請求項２４、２５、２６、２７、２８又は２９記載の液晶ディスプレイ用フ
ィルタ。
【請求項３１】
導光板表面上のバックライトからの光を取り入れる側面部分に粘着剤を介して貼付けるこ
とによって用いられることを特徴とする請求項２４、２５、２６、２７、２８、２９又は
３０記載の液晶ディスプレイ用フィルタ。
【請求項３２】
偏光板に貼りつけることにより用いられることを特徴とする請求項２４、２５、２６、２
７、２８、２９、３０又は３１記載の液晶ディスプレイ用フィルタ。
【請求項３３】
バックライト表面に粘着剤を介して貼付けることにより用いることを特徴とする請求項２
４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１又は３２記載の液晶ディスプレイ用フィ
ルタ。
【請求項３４】
選択的光吸収機能を持つ他の色素が、さらに含有されていることを特徴とする請求項２４
、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２又は３３記載の液晶ディスプレイ用
フィルタ。
【請求項３５】
請求項２４乃至３４の何れかに記載の液晶ディスプレイ用フィルタを具備することを特徴
とする液晶ディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、ディスプレイ用フィルタに関するものであり、さらに詳しくはプラズマディス
プレイ並びに液晶ディスプレイに好適に用いられるフィルタに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、プラズマディスプレイや液晶ディスプレイ等といったディスプレイにおいて、所
定の波長領域の光をカットするディスプレイ用フィルタが広く用いられている。このよう
なフィルタにおいて、特に選択的光吸収波長が、５７０～６０５ｎｍの間に存在するフィ
ルタは、プラズマディスプレイ並びに液晶ディスプレイの画質をそれぞれ良好に担保する
ための重要な役割を担っている。
【０００３】
　具体的に説明すると、プラズマディスプレイの場合、ネオン光に特異的に含まれるオレ
ンジ色の光すなわち５７０～６０５ｎｍの発光を遮断することにより、赤色発光純度を向
上させる為に用いられている（例えば、特許文献１並びに特許文献２参照）。
【０００４】
　一方、液晶ディスプレイの場合においても、実画像を実物にできるだけ近い色で表示す
べく、ディスプレイが発する色三原色のそれぞれの色純度ができるだけ高いことが必要と
されている。色純度を高くするためには、色三原色の各単独発光の波長スペクトルの形状
が、各発光位置においてできるだけシヤープであるようにすることが求められている。特
に透過型液晶ディスプレイにおいては、バックライトから発せられる、５７０～６０５ｎ
ｍの発光を、カラーフィルタを用い充分に遮断することにより、赤色発光純度を向上させ
る技術が開示されている（例えば、特許文献３参照）。
【０００５】
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　そして、斯かる特性を有するフィルタを製造するために、上述した各特許文献には、上
述した周波数帯域の光を選択的に吸収し得る色素が開示されている。
【特許文献１】特許第３３１１７２０号公報
【特許文献２】特許第３８３４４７９号公報
【特許文献３】特開２００２－０４０２３３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、斯かる特性を有する色素に求められる特性は、所定の波長領域の光を有
効に吸収し得る特性のみではない。
【０００７】
　具体的には、斯かる色素をディスプレイ用フィルタとして、好適に製造するためには、
色素自体の加工特性も重要な要因として挙げられる。すなわち、これら色素は通常有機溶
媒に溶解させた態様で製造されるが、例えば有機溶媒に溶解し得る量すなわち溶解度が低
い色素の場合、斯かる色素の溶解液を多量に準備しなければならない。そうなると、製造
段階において色素を取扱う工程に斯かる労力並びに時間の増大を招来してしまうこととな
る。すなわち、色素の溶媒に対する溶解性が、ディスプレイの製造効率を決定する最も重
要な要因の一つとなっている。
【０００８】
　他方、完成品であるディスプレイは、その使用時には常に強度の光を照射され続けた状
態となっている。特に、ディスプレイ用フィルタは光源付近に配置されているため、斯か
る色素が十分な耐光性を獲得していない場合、長期間の使用に耐える事ができずに所定の
周波数帯域の発光を十分吸収出来ずに透過してしまい、それがそのまま画質の低下を招来
することとなる。すなわち、色素の耐光性自体がディスプレイの耐久性を決定付ける重要
な要因の一つとなっている。
【０００９】
　本発明は、このような不具合に着目したものであり、好適に製造し得るとともに、ディ
スプレイの耐久性を有効に向上させるディスプレイ用フィルタを提供することを所期の目
的としたものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、このような目的を達成するために、次のような手段を講じたものである。す
なわち、本発明に係るディスプレイ用フィルタは、発光源から視認部最表面に至る光の経
路中に備え付けられることを特徴とする特定波長の光を選択的に吸収する機能を持つディ
スプレイ用フィルタであって、選択的光吸収波長が、５７０～６０５ｎｍの間に存在する
色素を少なくとも有し、当該色素が、以下に記す式（１）〔化３〕で表わされるテトラア
ザポルフィリン化合物であることを特徴とするものである。
【００１１】
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【化３】

【００１２】
（式（１）中、Ａ1～Ａ8のうち少なくとも何れかは炭素数１～２０のハロゲノアルコキシ
基を少なくとも表わし、当該Ａ1～Ａ8におけるハロゲノアルコキシ基以外は各々独立に、
水素原子、ハロゲン原子、ニトロ基、シアノ基、ヒドロキシ基、アミノ基、カルボキシル
基、スルホン酸基、炭素数１～２０の直鎖、分岐又は環状のアルキル基、炭素数１～２０
のアルコキシ基、炭素数１～２０のハロゲノアルコキシ基、炭素数６～２０のアリールオ
キシ基、炭素数１～２０のモノアルキルアミノ基、炭素数２～２０のジアルキルアミノ基
、炭素数７～２０のジアルキルアミノ基、炭素数７～２０のアラルキル基、炭素数６～２
０のアリール基、ヘテロアリール基、炭素数６～２０のアルキルチオ基、炭素数６～２０
のアリールチオ基を表し、連結基を介して芳香族環を除く環を形成しても良く、Ｍは２個
の水素原子、２価の金属原子、２価の１置換金属原子、４価の２置換金属原子、又はオキ
シ金属原子を表す。）
特に、前記ハロゲノアルコキシ基については、式（２）〔化４〕で示すものとすることが
望ましい。
【００１３】
【化４】

【００１４】
〔式（２）中、Ｚ1、Ｚ2、Ｚ3はハロゲン原子又は水素原子を表わすとともに当該Ｚ1、Ｚ

2、Ｚ3のうち少なくとも何れか一つはハロゲン原子を表わすものとし、Ｘは炭素数１～２
０のアルキル基又はハロゲノアルキル基を表わす。〕
　ここで、式（１）及び式（２）で示されるテトラアザポルフィリン化合物の具体例を次
に述べる。
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【００１５】
　式中、Ａ1～Ａ8について、前記式（２）〔化４〕で示すハロゲノアルコキシ基以外の具
体例としては、各々独立に、直鎖タイプのものとしては、フルオロメトキシ基、ジフルオ
ロメトキシ基、トリフルオロメトキシ基、1,1,2,2,2-ペンタフルオロエトキシ基、1,1,2,
2-テトラフルオロエトキシ基、1,1,2-トリフルオロエトキシ基、1,2,2-トリフルオロエト
キシ基、2,2-ジフルオロエトキシ基、1,2-ジフルオロエトキシ基、1,1-ジフルオロエトキ
シ基、2-フルオロエトキシ基、1-フルオロエトキシ基、2,2,3,3-テトラフルオロ-1-プロ
ポキシ基、2,2,3,3,3-ペンタフルオロ-1-プロポキシ基、2,2,3,3,4,4,4-ヘプタフルオロ-
1-ブトキシ基、2,2,3,4,4,4-ヘキサフルオロ-1-ブトキシ基、2,2,3,3,4,4,5,5-オクタフ
ルオロ-1-ペンチルオキシ基、3,3,4,4,5,5,6,6,6-ノナフルオロ-1-ヘキシルオキシ基、4,
4,5,5,6,6,7,7,7-ノナフルオロ-1-ヘプチルオキシ基、2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,7,7-ドデカ
フルオロ-1-ヘプチルオキシ基、7,7,8,8,8-ペンタフルオロ-1-オクチルオキシ基、3,3,4,
4,5,5,6,6,7,7,8,8,8-トリデカフルオロ-1-オクチルオキシ基、2,2,3,3,4,4,5,5,6,6,7,7
,8,8,9,9,-ヘキサデカフルオロ-1-ノニルオキシ基、4,4,5,5,6,6,7,7,8,8,9,9,10,10,11,
11,11-トリデカフルオロ-1-ノニルオキシ基、7,7,8,8,9,9,10,10,10-ノナフルオロ-1-ノ
ニルオキシ基、3,3,4,4,5,5,6,6,7,7,8,8,9,9,10,10,10-ヘプタデカフルオロ-1-デシルオ
キシ基、4,4,5,5,6,6,7,7,8,8,9,9,10,10,11,11,11-ヘプタデカフルオロ-1-デシルオキシ
基、7,7,8,8,9,9,10,10,11,11,12,12,12-トリデカフルオロ-1-ドデシルオキシ基、3,3,4,
4,5,5,6,6,7,7,8,8,9,9,10,10,11,11,11,12,12,12-ヘニコサフルオロ-1-ドデシルオキシ
基、7,7,8,8,9,9,10,10,11,11,12,12,13,13,14,14,14-ヘプタデカフルオロ-1-テトラデシ
ルオキシ基、分岐タイプのものとしては、1H,1H,2,5-ジ（トリフルオロメチル）-3,3-ジ
オキサウンデカフルオロ-1-ノニルオキシ基、6-（パーフルオロ-1-メチルエチル）-1-ヘ
キシルオキシ基、2-（パーフルオロ-1-メチルブチル）-1-エトキシ基、2-（パーフルオロ
-3-メチルブチル）エトキシ基、2-（パーフルオロ-7-メチルオクチル）エトキシ基、2H-
ヘキサフルオロ-2-ポロポキシ基、2,2-ビス（トリフルオロメチル）-1-プロポキシ基等の
炭素数１～２０ハロゲノアルコキシ基；
水素原子；フッ素、塩素、臭素、ヨウ素等のハロゲン原子；ニトロ基；シアノ基；ヒドロ
キシ基；アミノ基；カルボキシル基；スルホン酸基；メチル基、エチル基、n-プロピル基
、iso-プロピル基、n-ブチル基、iso-ブチル基、sec-ブチル基、t-ブチル基、n-ペンチル
基、2-メチルブチル基、1-メチルブチル基、neo-ペンチル基、1、2-ジメチルプロピル基
、1,1-ジメチルプロピル基、cyclo-ペンチル基、n-ヘキシル基、4-メチルペンチル基、3-
メチルペンチル基、2-メチルペンチル基、1-メチルペンチル基、3,3-ジメチルブチル基、
2,3-ジメチルブチル基、1,3-ジメチルブチル基、2,2-ジメチルブチル基、1,2-ジメチルブ
チル基、1,1-ジメチルブチル基、3-エチルブチル基、2-エチルブチル基、1-エチルブチル
基、1,1,2-トリメチルブチル基、1-エチル-2-メチルプロピル基、cyclo-ヘキシル基、n-
へプチル基、2-メチルヘキシル基、3-メチルヘキシル基、4-メチルヘキシル基、5-メチル
ヘキシル基、2,4-ジメチルペンチル基、n-オクチル基、2-エチルヘキシル基、2,5-ジメチ
ルヘキシル基、2,5,5-トリメチルペンチル基、2,4-ジメチルヘキシル基、2,2,4-トリメチ
ルペンチル基、n-ノニル基、3,5,5-トリメチルヘキシル基、n-デシル基、4-エチルオクチ
ル基、4-エチル-4,5-ジメチルヘキシル基、n-ウンデシル基、n-ドデシル基、1,3,5,7-テ
トラメチルオクチル基、4-ブチルオクチル基、6,6-ジエチルオクチル基、n-トリデシル基
、6-メチル-4-ブチルオクチル基、n-テトラデシル基、n-ペンタデシル基、3,5-ジメチル
ヘプタデシル基、2,6-ジメチルヘプタデシル基、2,4-ジメチルヘプタデシル基、2,2,5,5-
テトラメチルヘキシル基、1-cyclo-ペンチル-2,2-ジメチルプロピル基、1-cyclo-ペンチ
ル-2,2-ジメチルプロピル基、1-cyclo-ヘキシル-2,2-ジメチルプロピル基等の炭素数１～
２０の直鎖、分岐又は環状のアルキル基；
クロロメチル基、ジクロロメチル基、フルオロメチル基、トリフルオロメチル基、ペンタ
フルオロエチル基、ノナフルオロブチル基等の炭素数１～２０のハロゲノアルキル基；
メトキシ基、エトキシ基、n-プロポキシ基、iso-プロポキシ基、n-ブトキシ基、iso-ブト
キシ基、sec-ブトキシ基、t-ブトキシ基、n-ペントキシ基、iso-ペントキシ基、neo-ペン
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トキシ基、n-ヘキシルオキシ基、n-ドデシルオキシ基等の炭素数１～２０のアルコキシ基
；
メトキシエトキシ基、エトキシエトキシ基、3-メトキシプロピルオキシ基、3-(iso-プロ
ピルオキシ)プロピルオキシ基等の炭素数２～２０のアルコキシアルコキシ基、或いは当
該アルコキシアルコキシ基にハロゲン原子を含むハロゲノアルコキシアルコキシ基；
フェノキシ基、2-メチルフェノキシ基、4-メチルフェノキシ基、4-t-ブチルフェノキシ基
、2-メトキシフェノキシ基、4-iso-プロピルフェノキシ基等の炭素数６～２０のアリール
オキシ基、或いは当該アリールオキシ基にハロゲン原子を含むハロゲノアリールオキシ基
；
メチルアミノ基、エチルアミノ基、n-プロピルアミノ基、n-ブチルアミノ基、n-ヘキシル
アミノ基等の炭素数１～２０のモノアルキルアミノ基、或いは当該モノアルキルアミノ基
にハロゲン原子を含むハロゲノモノアルキルアミノ基；
ジメチルアミノ基、ジエチルアミノ基、ジ-n-プロピルアミノ基、ジ-n-ブチルアミノ基、
N-メチル-N-シクロヘキシルアミノ基等の炭素数２～２０のジアルキルアミノ基、或いは
当該ジアルキルアミノ基にハロゲン原子を含むハロゲノジアルキルアミノ基；
ベンジル基、ニトロベンジル基、シアノベンジル基、ヒドロキシベンジル基、メチルベン
ジル基、ジメチルベンジル基、トリメチルベンジル基、ジクロロベンジル基、メトキシベ
ンジル基、エトキシベンジル基、トリフルオロメチルベンジル基、ナフチルメチル基、ニ
トロナフチルメチル基、シアノナフチルメチル基、ヒドロキシナフチルメチル基、メチル
ナフチルメチル基、トリフルオロメチルナフチルメチル基等の炭素数７～２０のアラルキ
ル基、或いはハロゲン原子を含むハロゲノアラルキル基；
フェニル基、ニトロフェニル基、シアノフェニル基、ヒドロキシフェニル基、メチルフェ
ニル基、ジメチルフェニル基、トリメチルフェニル基、ジクロロフェニル基、メトキシフ
ェニル基、エトキシフェニル基、トリフルオロメチルフェニル基、N,N-ジメチルアミノフ
ェニル基、ナフチル基、ニトロナフチル基、シアノナフチル基、ヒドロキシナフチル基、
メチルナフチル基、トリフルオロメチルナフチル基等の炭素数６～２０のアリール基、或
いはハロゲン原子を含むハロゲノアリール基；
ピロリル基、チエニル基、フラニル基、オキサゾリル基、イソオキサゾリル基、オキサジ
アゾリル基、イミダゾリル基、ベンゾオキサゾリル基、ベンゾチアゾリル基、ベンゾイミ
ダゾリル基、ベンゾフラニル基、インドリル基等のヘテロアリール基、或いは当該ヘテロ
アリール基にハロゲン原子を含むハロゲノヘテロアリール基；
メチルチオ基、エチルチオ基、n-プロピルチオ基、iso-プロピルチオ基、n-ブチルチオ基
、iso-ブチルチオ基、sec-ブチルチオ基、t-ブチルチオ基、n-ペンチルチオ基、iso-ペン
チルチオ基、2-メチルブチルチオ基、1-メチルブチルチオ基、neo-ペンチルチオ基、1,2-
ジメチルプロピルチオ基、1,1-ジメチルプロピルチオ基等の炭素数１～２０のアルキルチ
オ基、或いは当該アルキルチオ基にハロゲン原子を含むハロゲノアルキルチオ基；
フェニルチオ基、4-メチルフェニルチオ基、2-メトキシフェニルチオ基、4-t-ブチルフェ
ニルチオ基等の炭素数６～２０のアリールチオ基、或いは当該アリールチオ基にハロゲン
原子を含むハロゲノアリールチオ基などを挙げることができる。
Ａ1とＡ2、Ａ3とＡ4、Ａ5とＡ6、Ａ7とＡ8が連結基を介して環を形成した例としては、－
ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ2－、－ＣＨ2ＣＨ2ＣＨ（ＮＯ2）ＣＨ2－、－ＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）Ｃ
Ｈ2ＣＨ2－、－ＣＨ2ＣＨ（Ｃｌ）ＣＨ2ＣＨ2－等を挙げることができる。
Ｍで示される２価金属の例としては、Ｃｕ、Ｚｎ，Ｆｅ，Ｃｏ，Ｎｉ，Ｒｕ，Ｒｈ，Ｐｄ
，Ｐｔ，Ｍｎ，Ｓｎ，Ｍｇ，Ｈｇ，Ｃｄ，Ｂａ，Ｔｉ，Ｂｅ，Ｃａ等が挙げられる。
１置換の３価金属の例としては、Ａｌ－Ｆ，Ａｌ－Ｃｌ，Ａｌ－Ｂｒ，Ａｌ－Ｉ，Ｇａ－
Ｆ，Ｇａ－Ｃｌ，Ｇａ－Ｂｒ，Ｇａ－Ｉ，Ｉｎ－Ｆ，ＩｎＣｌ，Ｉｎ－Ｂｒ，Ｉｎ－Ｉ，
Ｔｌ－Ｆ，Ｔｌ－Ｃｌ，Ｔｌ－Ｂｒ，Ｔｌ－Ｉ，Ａｌ－Ｃ6Ｈ5，Ａｌ－Ｃ6Ｈ4（ＣＨ3）
，Ｉｎ－Ｃ6Ｈ5，Ｉｎ－Ｃ6Ｈ4（ＣＨ3），Ｍｎ（ＯＨ），Ｍｎ（ＯＣ6Ｈ5），Ｍｎ［Ｏ
Ｓｉ（ＣＨ3）3］，Ｆｅ－Ｃｌ，Ｒｕ－Ｃｌ等が挙げられる。
２置換の４価金属の例としては、ＣｒＣｌ2，ＳｉＦ2，ＳｉＣｌ2，ＳｉＢｒ2，ＳｉＩ2
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，ＳｎＦ2，ＳｎＣｌ2，ＳｎＢｒ2，ＺｒＣｌ2，ＧｅＦ2，ＧｅＣｌ2，ＧｅＢｒ2，Ｇｅ
Ｉ2，ＴｉＦ2，ＴｉＣｌ2，ＴｉＢｒ2，Ｓｉ（ＯＨ）2，Ｓｎ（ＯＨ）2，Ｇｅ（ＯＨ）2

，Ｚｒ（ＯＨ）2，Ｍｎ（ＯＨ）2，ＴｉＡ2，ＣｒＡ2，ＳｉＡ2，ＳｎＡ2，ＧｅＡ2［但
し、Ａはアルキル基、フェニル基、ナフチル基及びその誘導体を表す］、Ｓｉ（ＯＡ）2

，Ｓｎ（ＯＡ）2、Ｇｅ（ＯＡ）2、Ｔｉ（ＯＡ）2，Ｃｒ（ＯＡ）2［但し、Ａはアルキル
基、フェニル基、ナフチル基、トリアルキルシリル基、ジアルキルアルコキシシリル基及
びその誘導体を表す］、Ｓｉ（ＳＡ）2、Ｓｎ（ＳＡ）2，Ｇｅ（ＳＡ）2［但し、Ａはア
ルキル基、フェニル基、ナフチル基及びその誘導体を表す］等が挙げられる。
オキシ金属の例としては、ＶＯ，ＭｎＯ，ＴｉＯ等が挙げられる。
【００１６】
　他方、式（２）において、Ｒの具体例としては、メチル基、エチル基、n-プロピル基、
iso-プロピル基、n-ブチル基、iso-ブチル基、sec-ブチル基、t-ブチル基、n-ペンチル基
、2-メチルブチル基、1-メチルブチル基、neo-ペンチル基、1、2-ジメチルプロピル基、1
,1-ジメチルプロピル基、cyclo-ペンチル基、n-ヘキシル基、4-メチルペンチル基、3-メ
チルペンチル基、2-メチルペンチル基、1-メチルペンチル基、3,3-ジメチルブチル基、2,
3-ジメチルブチル基、1,3-ジメチルブチル基、2,2-ジメチルブチル基、1,2-ジメチルブチ
ル基、1,1-ジメチルブチル基、3-エチルブチル基、2-エチルブチル基、1-エチルブチル基
、1,1,2-トリメチルブチル基、1-エチル-2-メチルプロピル基、cyclo-ヘキシル基、n-へ
プチル基、2-メチルヘキシル基、3-メチルヘキシル基、4-メチルヘキシル基、5-メチルヘ
キシル基、2,4-ジメチルペンチル基、n-オクチル基、2-エチルヘキシル基、2,5-ジメチル
ヘキシル基、2,5,5-トリメチルペンチル基、2,4-ジメチルヘキシル基、2,2,4-トリメチル
ペンチル基、n-ノニル基、3,5,5-トリメチルヘキシル基、n-デシル基、4-エチルオクチル
基、4-エチル-4,5-ジメチルヘキシル基、n-ウンデシル基、n-ドデシル基、1,3,5,7-テト
ラメチルオクチル基、4-ブチルオクチル基、6,6-ジエチルオクチル基、n-トリデシル基、
6-メチル-4-ブチルオクチル基、n-テトラデシル基、n-ペンタデシル基、3,5-ジメチルヘ
プタデシル基、2,6-ジメチルヘプタデシル基、2,4-ジメチルヘプタデシル基、2,2,5,5-テ
トラメチルヘキシル基、1-cyclo-ペンチル-2,2-ジメチルプロピル基、1-cyclo-ペンチル-
2,2-ジメチルプロピル基、1-cyclo-ヘキシル-2,2-ジメチルプロピル基等の炭素数１～２
０の直鎖、分岐又は環状のアルキル基を挙げることができる。
Ｚ1、Ｚ2、Ｚ3の具体例としては水素原子；フッ素、塩素、臭素、ヨウ素等のハロゲン原
子を挙げることができる。
【００１７】
　ここで他方、本発明に適用される、「ディスプレイ」とは、発光することにより画像を
表示しうるものを広く指し示す概念であり、本発明に記すディスプレイとは、プラズマデ
ィスプレイや液晶ディスプレイに限定されることはなく、例えばＳＥＤや、有機ＥＬ、又
は従前より用いられるブラウン管を採用したもの等を含む概念である。勿論、液晶ディス
プレイにおいても、反射型、透過型といった態様を限定するものではない。
【００１８】
　このようなものであれば、例えばメチルエチルケトンやトルエンといった溶媒に対して
好適に溶解させることによって高い効率で製造し得るディスプレイ用フィルタとすること
ができる。加えて、常に高強度の光が照射されるディスプレイにおいて耐光性に優れたフ
ィルタを提供することにより、長期間に亘って高品質の画像を表示し得る、言い換えれば
耐久性に優れたディスプレイを提供することが可能となる。
【００１９】
　そして、斯かる色素について、Ｚ1、Ｚ2、Ｚ3のうちの少なくとも何れか一つを、フッ
素原子としているものであれば、分子間力が弱まり、またその強い電子吸引性効果により
、結果として、より溶解性、及び耐光性に優れたものを提供する事が可能となる。
【００２０】
　そして、フッ素原子の特性を反映させるための、斯かる色素のさらに具体的な構成とし
て、Ａ1～Ａ8の何れかにトリフルオロアルコキシ基を採用したもの、すなわち、Ｚ1、Ｚ2
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及びＺ3を、ともにフッ素原子としているものを挙げることができる。
【００２１】
　そして、式（１）に示すＡ1～Ａ8の、より好ましい態様として、式（２）で示すハロゲ
ノアルコキシ基を、Ａ1、Ａ3、Ａ5及びＡ7の位置に配したものを挙げることができる。斯
かる態様においてさらに具体的には、Ａ2、Ａ4、Ａ6及びＡ8の位置に、炭素数１～２０の
アルキル基を配したものとすることが好ましい。
【００２２】
　そして、式（１）におけるＭに該当する具体的なものとして、銅原子又はオキシバナジ
ウムとしたものとすれば、溶媒に対して、より溶解させ易いものとすることができると考
えられる。特に、Ｍを、銅原子としたものであれば、例えばトルエンといった溶媒に対し
て溶解し易い色素を提供し得ることが可能となる。
【００２３】
　そして、本発明に係るディスプレイ用フィルタの製造方法は、上述した色素をメチルエ
チルケトン、或いはトルエンに溶解させて用いることを特徴とするものである。そうする
ことにより、斯かる色素を高濃度で溶解させることによって、耐久性の高いディスプレイ
用フィルタを効率的に生産することが可能となる。
【００２４】
　一方、本発明に係るプラズマディスプレイ用フィルタは、上述したディスプレイ用フィ
ルタを、プラズマディスプレイに用いたことを特徴とするものである。そして本発明に係
るプラズマディスプレイは、画像を表示するためのプラズマディスプレイ本体と、プラズ
マディスプレイ画面に設けられ、斯かるプラズマディスプレイ用フィルタとを少なくとも
具備することを特徴するものである。
そうすることにより、プラズマディスプレイの生産性並びに耐久性を従来よりも向上させ
る事が可能となる。
【００２５】
　本発明に係るプラズマディスプレイ用フィルタの具体的な態様として、外気側に設けら
れ、反射防止性及び／又は防眩性を有する機能性透明層と、プラズマディスプレイ側に設
けられ、画面に接着するための透明粘着層と、機能性透明層と透明粘着層との間に基体と
して設けられた高分子フィルムとを備え、機能性透明層、高分子フィルムおよび透明粘着
層のうち少なくとも１つの層に、色素が含まれているものを挙げる事ができる。
【００２６】
　斯かるプラズマディスプレイ用フィルタの態様としては、機能性透明層の表面において
、可視光線反射率が２％以下としたもの、波長５８０～６０５ｎｍにおける最小透過率が
波長６１５ｎｍ～６４０ｎｍにおける最大透過率の１０～８５％であること、波長４５０
～４８０ｎｍにおける最大透過率、波長５１０～５３５ｎｍにおける最大透過率、波長６
１５～６４０ｎｍにおける最大透過率が、それぞれ４５％～８５％であること、波長５４
０～５８０ｎｍにおける最小透過率が波長５１０～５３５ｎｍにおける最大透過率の１０
～９０％であること、波長５２０～５４０ｎｍにおいて、波長が長くなると透過率が単調
減少すること、波長４８０～５１０ｎｍにおける最小透過率が、波長４５０～４８０ｎｍ
における最大透過率及び／又は波長５１０～５３５ｎｍにおける最大透過率の５０～９０
％であること、といった特性を示すものとすることを望ましいものとして挙げることがで
きる。
【００２７】
　そしてプラズマディスプレイ用フィルタの場合、近赤外線領域の光も光源から発せられ
ており、当該波長の光が、リモコン装置が発する制御用信号に干渉してしまいう不具合を
有するものとなっている。そのため本発明に係るプラズマディスプレイ用フィルタは、波
長８００～１１００ｎｍの範囲に吸収極大を有する近赤外線吸収色素を、さらに含有した
ものとすることが望ましい。具体的には、波長８００～１１００ｎｍにおける透過率極小
が２０％以下とすることが望ましい。
【００２８】
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　また、プラズマディスプレイ用フィルタの特性として、３０～８５％の可視光線透過率
を有するものとすることが望ましい。
【００２９】
　なお、本発明における可視光線透過率（Ｔｖｉｓ）、可視光線反射率（Ｒｖｉｓ）とは
、透過率及び反射率の波長依存性からＪＩＳ（Ｒ－３１０６）に従って計算されるものと
している。
【００３０】
　さらに、色素が含有可能な厚さ嵩上げ用の高分子フィルムを備えたものとしてもよい。
【００３１】
　他方、本発明に係る液晶ディスプレイ用フィルタは、上述のディスプレイ用フィルタを
液晶ディスプレイに用いたことを特徴とする。言い換えれば、本発明に係る液晶ディスプ
レイは、液晶ディスプレイ用フィルタを具備することを特徴とするものである。
【００３２】
　斯かる液晶ディスプレイ用フィルタの特性としては、選択的光吸収波長における透過率
が、１～５０％とすることが望ましい。
【００３３】
　そして、本発明に係る液晶ディスプレイ用フィルタの具体的な態様としては、
高分子成形体又はガラス板と、当該高分子成形体又はガラス板に積層した透明粘着層とを
少なくとも有している場合は、上述した色素が透明粘着層に含有されているものを、望ま
しい態様として挙げることができる。そして、この透明粘着層は、アクリル系樹脂又はシ
リコン系樹脂を主成分とすることが望ましい。
【００３４】
　また、他の態様として、斯かる色素を、高分子成形体内に含有させたものとしてもよく
、この高分子成形体は、ポリエチレンテレフタレート又はトリアセチルセルロース又はポ
リカーボネートであることが好ましい。
【００３５】
　他には、高分子成形体又はガラス表面に形成されているコート層に色素を含有させたも
のとしても良い。
【００３６】
　特に本発明において色素が高い耐光性を有している為、導光板表面上のバックライトか
らの光を取り入れる側面部分に粘着剤を介して貼付けることによって用いたものとしても
、好適に液晶ディスプレイ用フィルタを構成することができる。
【００３７】
　他にも、偏光板に貼りつける態様や、バックライト表面に粘着剤を介して貼付けること
により用いる態様を採用しても良い。
【００３８】
　また、本発明に係る液晶ディスプレイ用フィルタは、選択的光吸収機能を持つ他の色素
を、さらに含有したものとして、一枚のフィルタに複数の機能を付与することや、液晶デ
ィスプレイ用フィルタを構成する部品点数を有効に削減する事も可能である。
【発明の効果】
【００３９】
　本発明によれば、溶媒に対する溶解性に優れた色素を採用することにより、効率的に生
産し得るディスプレイ用フィルタとすることができる。また、生産したディスプレイ用フ
ィルタは、耐光性に優れているため、長期間光を照射されても所定の波長領域の光を有効
に吸収し続けることができるものとなる。その結果として、生産性に優れ、且つ耐久性の
高いディスプレイ用フィルタを提供することができ、ひいては、同様に生産性に優れ且つ
耐久性の高いプラズマディスプレイや液晶ディスプレイを提供する事が可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４０】
以下、本発明の一実施の形態について図面を参照して説明する。
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　図１に示すように、本実施形態に係るディスプレイ用フィルタ１は、例えばプラズマデ
ィスプレイＰＤ（図２）や液晶ディスプレイＬＤ（図３）、その他ＳＥＤディスプレイや
有機ＥＬディスプレイ等、画像を表示し得る所謂表示装置すなわちディスプレイＤに広く
採用され得るものである。
【００４１】
　ここで、本発明に係るディスプレイ用フィルタ１は、発光源から視認部最表面に至る光
の経路中に備え付けられることを特徴とする特定波長の光を選択的に吸収する機能を持つ
ディスプレイ用フィルタ１であって、選択的光吸収波長が、５７０～６０５ｎｍの間に存
在する色素Ｐ及び／又はＱを少なくとも有したものとしている。
【００４２】
　そして、この色素Ｐ、Ｑで表わされるような、テトラアザポルフィリン化合物を含んで
いるものであることを特徴とする。
【００４３】

【化５】

【００４４】
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【００４５】
　以下、当該色素Ｐ及びＱについて説明する。
【００４６】
　Ｐ、Ｑは、式（１）〔化７〕に示すテトラアザポルフィリン化合物に該当するものであ
る。そして、Ａ1、Ａ3、Ａ5及びＡ7を、ハロゲノアルコキシ基としたものとしているが、
Ａ1～Ａ8における何れか位置にハロゲノアルコキシ基を採用したものとすればよい。
【００４７】
【化７】

【００４８】
　具体的に説明すると、斯かるハロゲノアルコキシ基を、式（２）〔化８〕で示すものと
している。
【００４９】



(15) JP 2008-268331 A 2008.11.6

10

20

30

40

50

【化８】

【００５０】
　ハロゲノアルコキシ基のうち少なくとも何れかが、式（２）で示すものとし、Ｚ1、Ｚ2

及びＺ3として、フッ素原子を配することにより、トリフルオロアルコキシ基としている
。ここで、Ｐ及びＱともに、Ａ2、Ａ4、Ａ6及びＡ8の位置に、炭素数１～２０のアルキル
基のうち、tert-ブチル基を配したものとしている。
【００５１】
　ここで、Ｐ、Ｑは上記一般式（１）におけるＭの位置に銅原子並びにオキシバナジウム
をそれぞれ配したものとしている。そうすることにより、メチルエチルケトンやトルエン
といった一般に広く使用される有機溶媒に対して好適に溶解し得るものとなっている。
【００５２】
　そして、上述したような色素Ｐ、Ｑであれば、当該色素Ｐ、Ｑをメチルエチルケトンや
トルエンに溶解させて用いることを特徴とする本発明に係るディスプレイ用フィルタ１の
製造方法を好適に実現し得るものとなる。
【００５３】
　以上のように、本実施形態に係るディスプレイ用フィルタ１は上述した色素Ｐ、Ｑを含
むことにより、その製造段階において、例えばメチルエチルケトンやトルエンといった溶
媒に対して好適に溶解させることによって高い効率で製造し得るディスプレイ用フィルタ
１とすることができる。加えて、常に高強度の光が照射されるディスプレイにおいて耐光
性に優れたフィルタを提供することにより、長期間に亘って高品質の画像を表示し得る、
言い換えれば耐久性に優れたディスプレイを提供することが可能となる。
【００５４】
　そして、斯かる色素Ｐ、Ｑについて、Ｚ1、Ｚ2、Ｚ3のうちの少なくとも何れか一つを
、ハロゲン原子、具体的には、フッ素原子としているものであれば、分子間力が高いとい
うハロゲン原子、特にフッ素原子の特性を反映せしめると考えられ、結果として、より耐
光性に優れたものを提供する事が可能となる。
【００５５】
　そして、フッ素原子の特性を反映させるための、斯かる色素Ｐ、Ｑのさらに具体的な構
成として、Ａ1～Ａ8の何れかにトリフルオロアルコキシ基を採用したものとしている。
【００５６】
　そして、式（１）におけるＭに該当する具体的なものとして、銅原子又はオキシバナジ
ウムとしたものとすることにより、溶媒に対して、より溶解させ易いものとなっていると
考えられる。特に、Ｍを、銅原子とした色素Ｐにおいて、トルエンといった一般に扱われ
る溶媒に対して溶解し易い色素として提供し得ることが可能となる。
【００５７】
　そして、本発明に係るディスプレイ用フィルタ１、並びにその製造方法によれば、これ
ら色素Ｐ、Ｑを高濃度で溶解させて用い、さらに、色素Ｐ、Ｑ自体の優れた耐光性によっ
て、耐久性の高いディスプレイ用フィルタ１を効率的に生産することが可能となる。
＜第二実施形態＞
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　次に、上述したプラズマディスプレイ用フィルタ２をプラズマディスプレイＰＤに好適
に適用した態様について、詳述する。なお、本実施形態は、本発明をプラズマディスプレ
イＰＤに適用した一例を示したものであり、本発明を何ら限定するものではない。
【００５８】
　本発明に係るプラズマディスプレイ用フィルタ２は、上記第一実施形態に係るディスプ
レイ用フィルタ１を、プラズマディスプレイＰＤに好適に適用したものである。すなわち
、本発明に係るプラズマディスプレイＰＤは、図２に示すように、画像を表示するための
プラズマディスプレイ本体ＰＤ１と、プラズマディスプレイＰＤ画面に設けられるプラズ
マディスプレイ用フィルタ２とを少なくとも具備することを特徴するものである。
【００５９】
　以下、プラズマディスプレイＰＤ並びにプラズマディスプレイ用フィルタ２の構成の一
例を、図面を参照して説明する。
【００６０】
　プラズマディスプレイ用フィルタ２は、図２に示すように、外気側に設けられ、反射防
止性及び／又は防眩性を有する機能性透明層２１と、プラズマディスプレイＰＤ側に設け
られ、画面に接着するための透明粘着層２２と、機能性透明層２１と透明粘着層２２との
間に基体として設けられた高分子フィルム２３とを少なくとも具備しているものである。
そして、これら機能性透明層２１、高分子フィルム２３および透明粘着層２２のうち少な
くとも１つの層に、上記実施形態に係る色素Ｐ、Ｑが含まれることを特徴とするものであ
る。言い換えれば、これら機能性透明層２１、高分子フィルム２３および透明粘着層２２
のうち少なくとも１つの層が、色素Ｐ、Ｑを含むことにより、上記第一実施形態に係るデ
ィスプレイ用フィルタ１を構成しているものである。なお、図示のように、具体的には、
色素Ｐ、Ｑを含有可能な厚さ嵩上げ用の高分子フィルム２４を、さらに備えたものとして
もよい。
【００６１】
　そして本実施形態では、第一実施形態で説明した色素Ｐ、Ｑの他に、近赤外線吸収色素
ＮＲをさらに含んでいるものであるが、その点については後述する。
【００６２】
　以下、斯かるプラズマディスプレイ用フィルタ２について説明する。
【００６３】
　プラズマディスプレイ用フィルタ２は、全体として、３０～８５％の可視光線透過率を
有するように構成しているものである。
【００６４】
　機能性透明層２１は、上述の通り、外気側に設けられ、反射防止性及び／又は防眩性を
有するものである。具体的にはディスプレイへの設置方法や要求される機能に応じて、ハ
ードコート性、反射防止性、防眩性、静電気防止性、防汚性、ガスバリア性、紫外線カッ
ト性のいずれか一つ以上の機能を有している。反射防止性を有する機能性透明層２１の表
面の可視光線反射率は２％以下、好ましくは１．３％以下、さらに好ましくは０．８％以
下であることが望ましい。
【００６５】
　透明粘着層２２は、上述の通り、粘着性を有することにより、プラズマディスプレイ本
体ＰＤ１に対し好適に取り付け得るものである。
【００６６】
　高分子フィルム２３、或いは嵩上げ用の高分子フィルム２４は、上述の通り、機能性透
明層２１と透明粘着層２２との間に基体として設けるものであり、斯かる機能性透明層２
１と透明粘着層２２を好適に支持し得るとともに、透明性を有するものであれば、既存の
種々の素材並びに厚みを採用することが可能である。
【００６７】
　ここで本実施形態に係るプラズマディスプレイ用フィルタ２は、以下に示す特性を備え
ているものである。
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【００６８】
　まず、このプラズマディスプレイ用フィルタ２は、赤色発光、更に加えて緑色発光の色
純度向上には、波長５７０ｎｍ～６０５ｎｍに吸収極大を有する色素Ｐ、Ｑを用いること
によって、波長５７０ｎｍ～６０５ｎｍにおける電磁波シールド体の最低透過率が、必要
な赤色発光のピーク位置での透過率に対して８０％以下となるように構成されている。
【００６９】
　具体的には、プラズマディスプレイＰＤにおいて特に赤色発光がオレンジがかるのは顕
著であり、その原因である、本実施形態では、波長５８０ｎｍ～６０５ｎｍの発光をディ
スプレイ用フィルタ１によって低減することによって赤色発光の色純度を向上させること
ができるようになっている。低減はこの波長領域に吸収波長を有する色素Ｐ、Ｑを含有す
る色素層を形成することによって行うものとしている。この場合、ディスプレイ用フィル
タ１によって、赤色である発光ピークの立つ波長６１５ｎｍ～６４０ｎｍの光線透過も著
しく損なってしまわないことが必要である。一般に色素はブロードな吸収範囲を有してお
り、所望の吸収ピークを有していてもその裾の吸収により好適な波長の発光まで吸収する
ものとなっている。従って、吸収させたい発光の波長に吸収を有する色素でも、その量が
多いと好適な発光まで低減してしまい、輝度の著しい低下まで引き起こしてしまう。そこ
で本実施形態では、波長５８０ｎｍ～６０５ｎｍにおける最小透過率を、波長６１５ｎｍ
～６４０ｎｍにおける最大透過率の１０～８５％、好ましくは２０～７０％、更に好まし
くは２０％～４５％であるディスプレイ用フィルタ１とすることにより、赤色発光の色純
度を向上させ、その発光輝度を著しく損なわいものとしている。そしてＮｅによる発光が
存在する場合は、そのオレンジ色発光の低減を行うこともできるため、ＲＧＢ表示セルか
らの発光の色純度が向上させることができる。
【００７０】
　また、ディスプレイ用フィルタ１を装着したときに発光輝度を著しく損なわないために
は、青色、緑色、赤色の発光ピークが存在する波長４５０ｎ～４８０ｍにおける最大透過
率、波長５１０～５３５ｎｍにおける最大透過率、波長６１５～６４０ｎｍにおける最大
透過率が、それぞれ４５％以上であることが好ましい。これら波長範囲におけるディスプ
レイ用フィルタ１の最大透過率は、各構成部材により８５％以下となる。
【００７１】
　さらにまた、赤色発光の色純度向上と同様に、緑色発光の色純度向上には、波長５１０
～５３５ｎｍ程度の緑色の長波長側に隣接する黄緑～緑黄～黄色である波長５４０ｎｍ～
５８０ｎｍをある程度低減すれば良い。ディスプレイ用フィルタ１の波長５４０～５８０
ｎｍにおける最小透過率が波長５１０～５３５ｎｍにおける最大透過率の１０～９０％、
好ましくは２０～５０％であることが好適である。これにより、緑色が黄色を帯びるのを
防ぎ、その色純度を向上させているのである。
【００７２】
　さらにまた同様に、青色発光の色純度向上と緑色発光の色純度向上には、それぞれの好
適な発光波長の間にある波長４８０ｎｍ～５１０ｎｍでの不要発光を低減すれば良く、そ
の波長範囲におけるディスプレイ用フィルタ１の最小透過率が波長４５０～４８０ｎｍに
おける最大透過率及び／又は波長５１０～５３５ｎｍにおける最大透過率の５０～９０％
、好ましくは５０～７５％であることが好適である。これにより、青色が緑色がかること
及び／又は緑色が青色がかることを防ぎ、その色純度を向上させることができるのである
。色純度の向上はコントラストを向上させ得るものとなっている。
【００７３】
　また、プラズマディスプレイＰＤの緑色発光のピークは、例えばＮＴＳＣ方式で要求さ
れる緑色より若干長波長側すなわち黄緑側にあることがあり、その黄色味を無くすように
発光ピークの長波長側を削り、短波長側にピークを有するようにすることも、緑色発光の
色純度を向上させるのに有効である。すなわち、５２０～５４０ｎｍにおいて、波長が長
くなると透過率が単調減少するようにすれば良い。
【００７４】
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　さらに上述の通り、プラズマディスプレイＰＤからでる８００～１０００ｎｍ付近の近
赤外線線を効率よくカットするための、近赤外線吸収色素ＮＲをさらに含んでいる。その
ため、波長８００～１１００ｎｍにおける透過率極小が２０％以下という特性を示してい
る。そのため、周辺電子機器のリモコン、伝送系光通信等が使用する波長に悪影響を与え
ず、それらの誤動作を防ぐことができる。
【００７５】
　加えて、電磁波シールド体が含有する色素が、ディスプレイから放射される、又は、外
光が含む紫外線により劣化することを防ぐために、機能性透明層２１が、紫外線カット性
を有していると良い。例えば、紫外線を吸収する無機薄膜単層又は多層からなる反射防止
膜、又は、紫外線吸収剤を含有する機能性透明膜を形成する基材、ハードコート膜を有し
ている機能性透明層２１である。紫外線吸収剤の種類、濃度は特に限定されない。
また、透明粘着層２２のうち少なくとも１つの層は紫外線吸収剤を含有していても良い。
紫外線カットする部材は、紫外線が入射する面と色素を含有する層の間に配されることが
肝要であり、紫外線カット性は、色素の耐久性によって異なり特に限定されない。
＜第三実施形態＞
続いて、第一実施形態に示したディスプレイ用フィルタ１を、液晶ディスプレイＬＤに好
適に適用した態様について、詳述する。
【００７６】
　画面を表示し得る液晶ディスプレイ本体ＬＤ１に、上記第一実施形態に係るディスプレ
イ用フィルタ１を適用することにより、本発明に係る液晶ディスプレイＬＤを構成してい
るものである。
【００７７】
　ここで、本実施形態に係る液晶ディスプレイ用フィルタ３は、透明性を有する板状の高
分子成形体３１或いはガラス板３１ｇに、透明粘着層３２を重層させることにより、液晶
ディスプレイＬＤ内の特定の位置に好適に配置し得るものとしている。そして、高分子成
形体３１内或いは透明粘着層３２に、第一実施形態に示した色素Ｐ、Ｑを含ませることに
より、液晶ディスプレイ用フィルタ３を好適に構成しているものである。
【００７８】
　また本実施形態に斯かる液晶ディスプレイ用フィルタ３は、ガラス板３１ｇ又は高分子
成形体３１の表面にコート層を設け、当該コート層に色素Ｐ、Ｑを含んだものであっても
よい。また後述の通り、液晶ディスプレイＬＤを構成する構成要素に色素Ｐ、Ｑを含ませ
たものであっても良い。
【００７９】
　高分子成形体３１は、透明性を有し、色素Ｐ、Ｑが、高分子成形体３１内に含有された
ものとなっている。そして、当該高分子成形体３１を構成する素材としては種々のものを
挙げることができるが、品質、加工特性といった観点から、ポリエチレンテレフタレート
又はトリアセチルセルロース又はポリカーボネートとすることが望ましい。
【００８０】
　透明粘着層３２は、透明性を担保しつつ、液晶ディスプレイ本体ＬＤ１に好適に貼付し
得るものである。具体的には、当該透明粘着層３２は、アクリル系樹脂又はシリコン系樹
脂を主成分とするアクリル系粘着剤又はシリコン系粘着剤を主体とし、これら粘着剤に色
素Ｐ、Ｑを含ませたものとすることが望ましい。
【００８１】
　ここで透明性があるとは、実用上の厚さにおける、波長４００～７００（ｎｍ）の光線
透過率が４０％以上であることをいう。そして、色素Ｐ、Ｑに係る選択的光吸収波長にお
ける透過率が、１～５０％であるという特性を示している。
【００８２】
　ここで、上述した液晶ディスプレイ用フィルタ３を液晶ディスプレイ本体ＬＤ１に用い
る具体的な態様について説明する。
【００８３】



(19) JP 2008-268331 A 2008.11.6

10

20

30

40

　液晶ディスプレイ本体ＬＤ１は、図４、図５及び図６に模式的な断面として示すように
、バックライト４１から順に、導光板としての偏光板４２、配向膜４３、配向膜４３に設
けられた透明電極４４、液晶４５、液晶４５を配置する領域を確保するスペーサとしての
ビーズ４５ｂ、配向膜４６、透明電極４７、三色のカラーフィルタ４８（４８ｂ、４８ｇ
、４８ｒ）、偏光板４９の順に配置されている。
【００８４】
　そして本実施形態に係る液晶ディスプレイ用フィルタ３は、導光板表面上のバックライ
トからの光を取り入れる側面部分４０に粘着粘着剤を介して貼付けることによって用いら
れる。具体的には、図４に示すように、バックライト４１表面に粘着剤を介して貼付ける
ことにより用いられるか、或いは、図５に示すように、偏光板４２に貼りつけることによ
り用いられることが望ましい。この場合、液晶ディスプレイ用フィルタ３を貼付ける為の
粘着剤は、透明粘着層３２である場合も、色素Ｐ、Ｑを含まない他の粘着剤である場合も
含むものである。また図６に示すように、液晶ディスプレイ本体ＬＤ１の表面側に設けら
れた偏光板４９に貼付けたものであってもよい。
【００８５】
　また、本実施形態にあっても、上述の通り、８００～１０００ｎｍ付近の近赤外線を効
率よくカットするための、第二実施形態で示した近赤外線吸収色素ＮＲ等、選択的光吸収
機能を有する他の色素をさらに含んでいるものとしてもよい。
【００８６】
　また、上記の態様以外にも、カラーフィルタに対して色素Ｐ、Ｑを含有させる事により
、本発明における光学フィルタとしたものであっても良い。その場合、緑及び赤色発色部
分に色素Ｐ、Ｑを含有させれば良い。通常は、用いる顔料に予め色素Ｐ、Ｑを含有させて
おくことが望ましい。
【００８７】
　以上、本発明の各実施形態について説明したが、各部の具体的な構成は、上述した実施
形態のみに限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で種々変形が可能で
ある。例えば、色素Ｐ、Ｑを含ませる箇所は一箇所に限られることはなく、プラズマディ
スプレイＰＤ或いは液晶ディスプレイＬＤ内の複数の箇所に含ませたものであってもよい
。
【００８８】
　その他、各部の具体的構成についても上記実施形態に限られるものではなく、本発明の
趣旨を逸脱しない範囲で種々変形が可能である。
【実施例】
【００８９】
以下に本発明の実施例について詳述するが、本発明は当該実施例に何ら限定されるもので
はない。
１．溶解性試験
＜供試材料＞
　実施例１
　上記実施形態における色素Ｐ、すなわち、下記〔化９〕に示すテトラアザポルフィリン
化合物を供試した。
【００９０】
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【化９】

【００９１】
　実施例２
　上記実施形態における色素Ｑ、すなわち、下記〔化１０〕に示すテトラアザポルフィリ
ン化合物を供試した。
【００９２】

【化１０】

【００９３】
　比較例１
　三井化学社製ＰＤ―３１９、すなわち、下記〔化１１〕に示すテトラアザポルフィリン
化合物を供試した。
【００９４】
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【化１１】

【００９５】
　比較例２
　三井化学社製ＰＤ―３１１、すなわち、下記〔化１２〕に示すテトラアザポルフィリン
化合物を供試した。
【００９６】
【化１２】

【００９７】
　比較例３
　下記〔化１３〕に示すテトラアザポルフィリン化合物を供試した。
【００９８】
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【化１３】

【００９９】
＜試験方法＞
　上記実施例１、実施例２、比較例１、比較例２及び比較例３を供試し、それぞれエチル
メチルケトン並びにトルエンに対する溶解性（Ｗ／Ｖ）を測定した。
＜試験結果＞
試験結果を表1に示す
【０１００】
【表１】

【０１０１】
　表1により明らかなように、実施例１並びに実施例２に係る色素は、溶媒であるメチル
エチルケトン並びにトルエンに対して実用上十分な溶解性を示したため、これら溶媒に溶
解させて好適にディスプレイ用フィルタ１を製造し得ることが判明した。このことは、各
実施例並びに各比較例において錯体を構成するための金属原子の種類も結果に影響してい
るものと思われる。しかしながら、同じ銅錯体である実施例１と比較例１並びに比較例３
とでメチルエチルケトンに対する溶解性が大きく異なっている。このことから、各実施例
に係る色素がハロゲノアルコキシ基、詳細にはトリフルオロアルコキシ基を有している点
が、有機溶媒に対する溶解性を大きく向上させているものと考えられる。
２．耐光性試験
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＜供試材料＞
　上記溶解性試験に係る実施例１、実施例２、比較例１、比較例２及び比較例３に係る各
色素を供試した。
＜試験方法＞
ポリメタクリレート７５．０ｇ、クロロベンゼン１５２．６ｇ、トルエン５９．６ｇ、酢
酸エチル６２．５ｇ及びアセトン５５．０ｇを混合し、十分に撹拌してポリマー溶液を調
整した。このポリマー溶液５．４ｇを採取して、ここに実施例１に係る色素６ｍｇ加えて
色素のポリマー溶液を調整した。そして色素のポリマー溶液４５０μｌを採取して、これ
を５ｃｍ×２０ｃｍのポリプロピレンシート上にロッドコーター法により塗布した。９０
℃で３分間乾燥後、室温で一晩熟成させて耐光性試験に供する色素の薄膜フィルムを得た
。また、実施例２、比較例１、比較例２及び比較例３に係る各色素の薄膜フィルムも同様
にして得た。このようにして得られた各色素の薄膜フィルムを２万ルクスの蛍光灯に８８
時間暴露させて、各色素の薄膜フィルムの透過率を測定した。これらの測定値と暴露前に
測定した透過率から各色素の保存率を算出した。
＜試験結果＞
試験結果を表1に示す
【０１０２】
【表２】

【０１０３】
　表２より明らかなように、実施例１及び実施例２が比較例１、比較例２及び比較例３に
対して、より耐光性が高いことが示された。このことから、実施例１及び実施例２をディ
スプレイ用フィルタ１に採用した場合、ディスプレイの耐久性の向上に十分寄与するもの
と考えることができる。このことは、実施例１及び実施例２に係る色素は、構造上、ハロ
ゲノアルコキシ基、詳細にはトリフルオロアルコキシ基を有するものであるため、比較例
１、比較例２及び比較例３に係る色素よりも、高い耐光性を示しているものと考えられる
。
【０１０４】
　以上のように、本実施例において示した実施例１及び実施例２は、溶解性が優れている
ため、本発明に係るディスプレイ用フィルタを好適に製造し得るものである。加えて、耐
光性が各比較例に比べて優れたものとなっているため、耐久性に優れたディスプレイ用フ
ィルタの製造に有効に寄与し得るものとなると考えられる。
【図面の簡単な説明】
【０１０５】
【図１】本発明の第一実施形態に係る模式的な説明図。
【図２】本発明の第二実施形態に係る模式的な説明図。
【図３】本発明の第三実施形態に係る模式的な説明図。
【図４】同実施形態に係る構成説明図。
【図５】同上。
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【符号の説明】
【０１０６】
　１…ディスプレイ用フィルタ
　２…プラズマディスプレイ用フィルタ
　３…液晶ディスプレイ用フィルタ、
　２１…機能性透明層
　２２、３２…透明粘着層
　２３、２４…高分子フィルム
　３１…高分子成形体
　３１ｇ…ガラス板
　４０…光を取り入れる側面部分（側面部分）
　４１…バックライト
　４２、４９…偏光板
　Ｄ…ディスプレイ
　ＰＤ…プラズマディスプレイ
　ＬＤ…液晶ディスプレイ
　ＰＤ１…プラズマディスプレイ本体
　Ｐ、Ｑ…色素
　ＮＲ…近赤外線吸収色素

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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